
プロジェクトＧＡＭ（ギャム）
～ 水環境分野における官と学との連携強化 ～
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 土木学会環境工学委員会と連携して、研究をより社会実装していくために、“水環境分野の学の研究
内容を体系的にマッピング”し、産官学の連携を強化することを目的としたプロジェクトを実施中。

 現在、データベースを構築中であり、学官それぞれ以下の内容を登録し、互いの状況を把握するととも
に、連携を図る。（産も閲覧可能）
「学」が登録する情報 ： 研究者情報、研究内容（研究テーマ）、自治体への要望 など
「官」が登録する情報 ： 事業における課題、フィールド・データ提供等協力可能な情報 など

 背景と目的  マップのアウトプットイメージ

• 行政・学それぞれの思い

• 土木学会環境工学委員会（H27.11）の行政（国土交通省）から

の問題意識に多くの委員等が賛同

• 船水委員長の指導の下、一年以内に既存の知識体系を行政と

のマッチング・活用できるような形で構築し、H28.12.7の土木学

会環境工学委員会で提示（公開）することを目標に検討開始

• 学・官の情報を収集し、データベースを構築

行政 学

• 最新の知識や情報を取り入れたい
• ベスト・ベターな手法を模索したい
• 学との連携のきっかけがほしい
• 即戦力となる研究をしてほしい

• 社会実装を見据えた研究がしたい
• 実験フィールドがほしい
• 社会的意義の大きい研究をPRした
い

• 研究の実用について学生に知って
ほしい

• 行政のニーズを知りたい

プロジェクトGAM（ギャム）とは GAM：Gesuido Academic Mapping 
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産・官・学の情報を結集し、
水環境分野における
“日本の技術”を向上させる。



データベースには何がある

• 学の情報（研究者情報、研究テーマ情報）

• 自治体のニーズ情報（共同研究の募集等、抱えてい

る課題）

• 学の情報を可視化（マッピング）した図（表）

• 学の情報の閲覧者数とその属性
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研究者情報には何がある

• 氏名
• 生まれ年
• 所属
• 所属機関の所在地
• 役職
• 連絡先（TEL,e‐mail）
• 経歴（URL）
• 委員等の履歴
• 自由コメント（ＰＲなど）
• 顔写真（イメージ画像でも可）
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11/30時点
事前登録者 １０１件
（事前登録は受付中）



研究テーマ情報には何がある

• 研究テーマ
• 研究者氏名（代表者、共同者）
• 分類
• キーワード
• 規模（実績、今後の可能性）
• 段階（実績、今後の可能性）
• 研究のＰＲコメント
• 自治体への要望コメント等
• 共同研究機関の有無とその情報
• 論文名、発表年、研究情報へのリンク（URL） 10件まで※

※ 論文掲載はできません。
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11/30時点
事前登録数 ５０件
（事前登録は受付中）



自治体ニーズ情報には何がある

• 都道府県市町村名
• 共同研究に関するキーワード、協力可能な内
容（フィールド、試料、データなど）、具体内容
の説明、リンクURL

• 下水道事業に関する課題のキーワード、具
体内容の説明、連絡窓口（部署名、TEL,e‐
mail、URL）

• 登録数 ３８１件
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※「官」または「学」の情報登録をしたユーザID によりログインした場合に閲覧可能※「官」または「学」の情報登録をしたユーザID によりログインした場合に閲覧可能



何ができる

• 水環境（主に下水道）に関する研究情報（シー
ズ）の検索

• 下水道事業を実施する自治体の共同研究の募
集等や抱えている課題（ニーズ）の検索

• 上記情報（シーズとニーズ）のマッチング

• 研究者や研究テーマの分布、規模、段階の概要
を俯瞰できる
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どうやって使う

• まずはユーザー登録、研究者情報、研究
テーマ情報の登録を。

• データベースの操作イメージは次頁

• PC、タブレット、スマホから閲覧可能

（注：小画面では表示が見難い場合あり。）
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データベースの操作イメージ
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トップページ
ログイン無し

ログインページ

トップページ
ログイン有り

ユーザー新規登録

プロジェクトGAMの
説明画面

ログインエラー

注：本運用後のイメージです
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トップ画面のイメージ（ＰＣ版）



ログイン画面イメージ（ＰＣ版）
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データベースの操作イメージ
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トップページ
ログイン有り

ユーザ情報編集 研究者情報登録・編集

研究テーマ情報登録・編集

自治体ニーズ情報登録・編集検索結果一覧

研究者情報閲覧

研究テーマ情報閲覧

自治体ニーズ情報閲覧

注：破線は登録するメールのドメ
イン（ユーザ属性）によるアク
セス制限あり官・学のみ

注：本運用後のイメージです
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検索結果画面イメージ（ＰＣ版）
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研究者情報等の画面イメージ（ＰＣ版）



いつから使える（見られる）

12/7（水）
本日公開
（試験運用版※）
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※：事前登録頂いた研究者、地方公共団体等のみの限定（ユーザ登録→ログイン後）
ただし、プロジェクトＧＡＭの説明画面はログイン無しに見ることは可。



試験運用中のお試し方法
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事前登録サイトにアクセスして「研究者情報」を登録します※。

アクセス方法、ユーザ登録方法の案内が、
登録したメールアドレス宛に、事務局から届きます。

案内された方法に沿って、サイトにアクセスして、
ユーザ登録を行う。

登録完了のメールが届きます。
記載されたURLにアクセスし、
ログインしてお試しいただけます。

※：民間企業の研究者の登録は、今後の課題になっていて、現時点では登録受付できないようになっています。ご容赦ください



事前登録方法（暫定版の登録サイト）

研
究
者
情
報

研
究
テ
ー
マ
情
報

■研究者情報登録サイト（暫定）に
下記のURLまたはQRコードを用いて
アクセスしてください。

http://goo.gl/forms/PDfGu4PnJBuEWkBr2

■研究者情報登録サイト（暫定）に
下記のURLまたはQRコードを用いて
アクセスしてください。

http://goo.gl/forms/NX5k9QGrIzniaZ0v2

■登録画面イメージです。
（Mac OS X El Capitan環境下、Safariを用いてアクセスした例）

■登録画面イメージです。
（Mac OS X El Capitan環境下、Safariを用いてアクセスした例）

■現時点では、試験運用版をお試しいただくには事前登録が必須となっています。

■本フォーラム会場にあるチラシのＱＲコードを用いるか、土木学会環境工学委員会ＨＰにあるリンクを
クリックすれば、登録サイトにアクセスできます。
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登録・利活用のお願い

データベースは使ってこそ価値が出ます。

より良いデータベースにし、

産官学の連携の良いきっかけ作りとなるよう、

皆様にご登録いただき、

ご利用、ご活用いただくことを期待しています。

当面は試行版なので、事前登録した研究者の
みの利用となりますが、年度内には、新規ユー
ザ登録して利用できるようになる予定です。

皆様からの改善提案をお寄せください。
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ご清聴いただき
ありがとうございました。


